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住
み
よ
い
環
境
の
中
で
、
健
康

で
生
き
が
い
を
持
ち
、
私
た
ち
が

心
豊
か
に
生
活
す
る
う
え
で
基
本

と
な
る
、
快
適
な
生
活
環
境
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
次
の
よ
う

な
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
水
道
事
業
で
は
、
近
年
、

水
の
安
全
性
に
対
す
る
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
中
、
未
普
及
地
域
で

は
、
水
量
の
減
少
や
水
質
の
悪
化

に
よ
り
、
生
活
へ
の
支
障
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
道
事

業
の
拡
張
計
画
や
小
規
模
水
道
施

設
補
助
金
な
ど
関
連
事
業
を
活
用

し
な
が
ら
、
市
民
に
均
衡
あ
る
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
、

普
及
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
本
市
南
部
の
水
源
確
保
に

つ
き
ま
し
て
は
、
路
木
ダ
ム
の
早

期
完
成
に
向
け
て
、
県
と
連
携
し

な
が
ら
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
公
営
住
宅
で
は
、
老
朽

化
や
耐
震
性
に
対
応
し
た
営
繕
事

業
に
よ
り
保
全
し
つ
つ
、
小
規
模

団
地
で
需
要
も
低
い
老
朽
化
住
宅

の
集
約
化
に
よ
っ
て
適
正
な
配
置

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
居
住
性
・

安
全
性
の
確
保
や
福
祉
対
応
な
ど

と
と
も
に
、
計
画
的
な
改
善
に
向

け
「
長
寿
命
化
計
画
」
を
策
定
し
、

適
切
な
住
宅
管
理
と
住
環
境
整
備

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
と
も
に
助
け
あ
い
、
支

え
あ
う
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、

「
市
民
活
動
支
援
事
業
補
助
金
」

を
創
設
し
、
公
（
お
お
や
け
）
を

担
う
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、

N
P
O
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
活

動
団
体
の
支
援
な
ど
を
行
い
、
市

民
と
の
協
働
を
重
視
し
た
政
策
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
健
康
増
進
の
関
連
で

は
、「
天
草
市
健
康
増
進
計
画
」

や
「
天
草
市
食
育
推
進
計
画
」
に

基
づ
き
、〝
運
動
〞〝
食
改
善
〞〝
健

診
〞を
リ
ン
ク
し
た
保
健
事
業
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。
人
間
ド
ッ

ク
に
つ
き
ま
し
て
は
、
５
歳
刻
み

か
ら
３
歳
刻
み
で
受
診
で
き
る
よ

う
本
年
４
月
か
ら
対
象
者
を
拡
大

し
ま
す
。

　

予
防
接
種
に
つ
き
ま
し
て
も
、

４
月
か
ら
ヒ
ブ
、
小
児
用
肺
炎
球

菌
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
補
助
を
行
い
、
対
象
年
齢

者
に
接
種
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
こ
れ
ら
の
疾
病
の
発
症
や
重

症
化
を
予
防
し
、
市
民
の
健
康
増

進
と
医
療
費
の
節
約
に
つ
な
が
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

市
立
４
病
院
に
つ
き
ま
し
て

は
、
御
所
浦
地
区
の
３
診
療
所
も

含
め
た
病
院
改
革
プ
ラ
ン
を
実
施

し
て
お
り
３
年
目
に
入
り
ま
す
。

改
革
の
目
標
で
あ
る
、
地
域
で
必

要
と
さ
れ
る
医
療
の
確
保
と
、
病

院
事
業
の
収
支
均
衡
を
目
ざ
し
、

医
師
確
保
へ
の
取
り
組
み
強
化
や

看
護
職
配
置
の
見
直
し
、
患
者
サ

ー
ビ
ス
向
上
の
一
環
と
し
て
接
遇

研
修
な
ど
も
実
施
し
ま
す
。

拠
点
施
設
と
し
て
、「
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
ま
す
。

　

教
育
関
連
で
は
、
学
校
教
育
に

お
い
て
、
学
校
訪
問
指
導
の
計
画

的
な
実
施
や
、
研
究
指
定
校
と
し

て
の
研
究
成
果
の
全
学
校
へ
の
普

及
な
ど
に
よ
り
、
教
職
員
の
指
導

力
向
上
を
図
り
、
確
か
な
学
力
の

向
上
に
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
学
習
指
導
補
助
教
員

や
学
校
司
書
を
継
続
し
て
配
置
す

る
こ
と
に
よ
り
、
き
め
こ
ま
や
か

な
指
導
の
充
実
、
児
童
・
生
徒
の

読
書
活
動
の
推
進
を
さ
ら
に
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
一
般
会
計
繰
入
金

に
つ
い
て
は
、
繰
入
基
準
の
明
確

化
と
医
業
収
支
の
改
善
に
努
め
、

地
方
公
営
企
業
と
し
て
の
経
営
基

盤
の
安
定
化
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

地
域
医
療
再
生
臨
時
特
例
交
付

金
に
よ
る
「
熊
本
県
地
域
医
療
再

生
計
画
」
で
は
、
天
草
地
域
医
療

再
生
推
進
会
議
を
は
じ
め
、
医
師

確
保
、
遠
隔
医
療
シ
ス
テ
ム
の
構

築
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
設
置
の
各
ワ
ー

キ
ン
グ
に
参
加
し
、
県
と
関
係
医

療
機
関
と
の
協
議
や
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
本
計
画
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
天
草
市
に
お
け

る
地
域
医
療
を
総
合
的
に
推
進
す

る
た
め
の
協
議
会
を
設
置
し
、
医

師
確
保
な
ど
独
自
の
施
策
の
検
討

や
、
医
療
と
保
健
・
福
祉
と
の
連

携
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
地
域
福
祉
で
は
、
少
子

高
齢
化
、
孤
独
死
、
虐
待
、
自
殺

の
問
題
な
ど
、
地
域
社
会
が
抱
え

る
問
題
の
変
化
に
伴
い
、
住
民
の

つ
な
が
り
を
再
構
築
し
、
支
え
あ

う
体
制
を
実
現
す
る
た
め
に
、
市

民
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
行
政
の

連
携
に
よ
る
「
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
」
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て

は
、
障
が
い
を
持
つ
人
が
地
域
の

中
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

関
係
機
関
の
連
携
を
深
め
、
さ
ら

な
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
で
は
、
子
ど
も
や

子
育
て
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
明

確
に
し
、
専
門
職
を
配
置
す
る
こ

と
に
よ
り
、
専
門
的
で
よ
り
適
切

な
支
援
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
「
子
ど
も
総
合

相
談
室
」
を
設
置
し
、
子
ど
も
た

ち
の
健
全
育
成
と
子
育
て
家
庭
の

支
援
な
ど
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
で
は
、
健
康
で
安

心
し
て
在
宅
生
活
を
過
ご
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
高
齢
者
支
援
セ
ン

タ
ー
の
利
活
用
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
介
護
予
防
事
業
や
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
外
出
の
機
会

が
少
な
い
人
を
対
象
に
、
外
出
支

援
事
業
や
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
な

ど
を
推
進
す
る
ほ
か
、
高
齢
者
が

み
ず
か
ら
介
護
保
険
施
設
な
ど
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
「
介

護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
」
の

拡
大
を
図
り
、
地
域
貢
献
活
動
を

●公営住宅等長寿命化計画策定事業〔公営住宅
などの長寿命化を図るため、団地別・住棟別
の状況を把握し活用手法を定め、維持・管理
計画を作成する〕…………………1,050万円
●あまくさ宝島ＮＰＯ応援事業〔地域の課題解
決に取り組むＮＰＯなどの事業の中で、新た
な雇用創出の機会を伴う事業について、委託
することで財政支援を行う〕…1,265万円

●医療対策事業〔医師確保対策や医療・福祉・
保健の連携方策などを協議する機関を設置す
る〕……………………………………… 43万円
●子ども総合相談室設置事業〔子どもや子育て
に関する総合相談の窓口となる「子ども総合
相談室」を設置する〕……………… 454万円

▲重要文化的景観の選定を目ざす
　　倉岳町棚底地区の「防風石垣を巡らす集落景観」

▲２月に開かれた男女共同参画に関するイベント
　　　　　　「2011 天草つんのでフェスタ」のようす

通
じ
た
自
身
の
介
護
予
防
と
生
き

が
い
づ
く
り
、
社
会
参
加
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

防
災
に
つ
き
ま
し
て
は
、
自
主

防
災
組
織
の
育
成
・
支
援
や
消
防

関
係
資
機
材
の
整
備
、
防
火
水
槽

や
消
火
栓
の
設
置
な
ど
、
消
防
水

利
の
整
備
を
進
め
、
地
域
消
防
力

の
維
持
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地

域
に
お
け
る
災
害
へ
の
備
え
を
強

化
し
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す

　

文
化
振
興
で
は
、
世
界
遺
産
登

録
を
推
進
す
る
た
め
、
長
崎
県
や

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
取
り

な
が
ら
、
先
ご
ろ
、
重
要
文
化
的

景
観
に
選
定
さ
れ
た
「
天
草
市
﨑

津
の
漁
村
景
観
」
の
二
次
申
し
出

を
行
う
今
富
地
区
を
含
め
た
地

域
、「
大
江
教
会
と
農
村
景
観
」

の
早
期
選
定
を
目
ざ
し
ま
す
。
ま

た
、﨑
津
地
区
に
つ
い
て
は
、「
景

観
を
い
か
し
た
地
域
づ
く
り
」
と

し
て
、
街
な
み
環
境
整
備
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
倉
岳
町
棚
底
地
区
の

「
防
風
石
垣
を
巡
ら
す
集
落
景
観
」

の
重
要
文
化
的
景
観
選
定
と
棚
底

城
跡
の
保
存
・
管
理
計
画
の
策
定

に
も
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
の
基
本
は
、
住
民

の
皆
さ
ん
が
地
域
に
あ
る
資
源
を

い
か
し
な
が
ら
、
主
体
的
に
地
域

づ
く
り
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
や
地
区
振
興
会
に
つ

い
て
は
、
誕
生
か
ら
５
年
が
経
過

す
る
中
で
、
各
地
域
で
個
性
あ
る

地
域
づ
く
り
や
地
域
が
抱
え
る
課

題
解
決
に
向
け
た
活
動
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
地
域

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
実
務
者
研

修
、講
演
会
の
開
催
を
行
う
ほ
か
、

各
地
区
振
興
会
が
平
成
21
年
度
に

策
定
さ
れ
た
地
区
振
興
計
画
の
実

現
に
向
け
、
積
極
的
に
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
つ

い
て
は
、
市
民
の
自
主
的
な
活
動

と
交
流
の
場
を
提
供
し
、
行
政
と

市
民
が
協
働
で
男
女
共
同
参
画
社

会
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
た
め
の

●男女共同参画センター設置事業〔旧本渡南公民館
に「男女共同参画センター」を設置することに伴
う経費〕…………………………………… 392万円

●（仮称）五和小学校建設事業〔五和地区の新統合
小学校建設のため実施設計を行う〕… 2,184万円

●天草市体育館整備事業〔耐震性能不足のため解体
する、天草市体育館の建設に伴う基本・実施設計
を行う〕………………………………… 4,341万円

●国際交流事業〔ポルトガル共和国・フンシャル市
との姉妹都市締結や米国・エンシニタス市との人
的交流のほか、市内在住外国人と市民との交流イ
ベントなどを開催する〕………………… 419万円

4
地
域
を
担
う
人
づ
く
り

平成23年度


